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Cubase LE 4インストールガイド／
コントロールサーフェース操作ガイド

この「Cubase LE 4インストールガイド／コントロールサーフェース操作ガイド」では、Cubase LE 4をパソコンにインス

トールし、HD8／HD16をコントロールサーフェースとして使用するための手順を説明します。

　※文中のメーカー名、製品名は各社の商標または登録商標です。

パソコンに Cubase LE 4 をインストールして、HD8 ／

HD16をCubase LE 4のコントロールサーフェースとして

利用できるように設定を切り替えます。 

NOTE
以下の操作では、本製品に付属のDVD-ROM“Cubase LE 4”が必要
です。 
1. 付属DVD-ROM“Cubase LE 4”を使って、Cubase

LE 4をパソコンにインストールしてください。

ご使用になるプラットフォーム／ OSに応じて、次の

ように操作します。

■Windows Vista／XPの場合
①本機に付属するDVD-ROM“Cubase LE 4”をパソ

コンのドライブに挿入します。

②挿入した DVD-ROM の操作を尋ねる画面が表示さ

れますので、“フォルダを開いてファイルを表示”

を選んでください。

③DVD-ROMの内容が表示されたら、“Cubase LE

4 for Windows”フォルダを開き、“Setup.exe”

ファイルをダブルクリックしてインストールを行

います。

DVD-ROMを挿入しても何も起きない場合は、“ス

タート”メニューから“コンピュータ”（XP では

“マイコンピュータ”）を選び、表示される“Cubase

LE 4”DVD-ROMのアイコンをダブルクリックし

て開き、DVD-ROMの内容を表示させてください。

■MacOS Xの場合
①本機に付属するDVD-ROM“Cubase LE 4”を

Macintoshのドライブに挿入します。

②自動的に DVD-ROM の内容が表示されますので、

“Cubase LE 4 for MacOS X”フォルダを開き、

Cubase LE 4.mpkg”をダブルクリックしてイン

ストールを実行します。

なお、DVD-ROMを挿入しても何も起きない場合

は、デスクトップに表示される“Cubase LE 4”

アイコンをダブルクリックします。 

NOTE
Cubase LE 4 のインストール終了後に、アクティベーション
（ソフトウェアライセンスの認証）の管理を行うソフトウェアの
インストールを促す画面が表示されます。このソフトウェアは、
Cubase LE 4の製品登録に必要なので、続けてインストールし
てください。 

2. HD8／HD16とパソコンを接続してください。

HD8／HD16をパソコンに接続するには、USB端子、

またはMIDI IN／OUT端子を使用します（MIDI端子を

使用するときは、パソコン側にMIDIインターフェース

が必要です）。

■USB端子を使用する場合

Cubase LE 4のインストールと設定

コンピューター
USBケーブル

USB端子 USB端子
HD8/HD16
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■MIDI IN／OUT端子を使用する場合 

3. HD8／HD16の電源を入れてください。 

4. 以下の手順に従ってHD8／HD16を操作し、パソコン

との接続に使用する端子を選択してください。

①メイン画面が表示されているときに [PROJECT/

UTILITY] キーを押し、左右のカーソルキーを
使ってディスプレイの2行目に“SYSTEM”と

表示させます。

② [ENTER]キーを押します。

表示が次のように変わります。

③左右のカーソルキーを使って、ディスプレイの 2

行目に“CONTROL SURFACE”と表示させ、
[ENTER]キーを押します。

この画面では、パソコンとの接続に使用する端子を

選びます。

④ダイアルを回して、パソコンとの接続に使用す
る端子として“USB”（USB端子）または“MIDI

I/O”（MIDI IN ／OUT端子）を選びます。ここ
で選択した端子を経由して、リモート操作用の

信号がやり取りされます。

⑤繰り返し [EXIT] キーを押して、メイン画面に戻
ります。

HD8／HD16をコントロールサーフェースモードに切り替

えます。また、コントロールサーフェースの動作モードとし

て“Mackie Control”を選びます。 

1. HD8／HD16のメイン画面で、[SHIFT]キーを押しな

がらパッド 2（CONTROL SURFACE）を押してくだ

さい。

コントロールサーフェースモードへの切り替えを確認

する表示に変わります。 

2. [ENTER]キーを押してください。

HD8／HD16がコントロールサーフェースモードに

切り替わります。 

3. [FUNCTION]キーを押してください。

コントロールサーフェースモードの設定を行うCTRLR

SETUP 画面が表示されます。 

4. ディスプレイ2行目に“MODE SELECT”と表示され

ていることを確認し、[ENTER]キーを押してください。

コントロールサーフェースの動作モードを選択する画

面が表示されます。

この画面では、次の2種類の動作モードが選択できます。

・ Generic Remote

Cubase LEをGeneric Remoteでコントロールす

るモードです。 

NOTE
Generic Remoteモードでは、Cubase LE 4をリモートコント
ロールすることはできません。必ずMackie Controlモードを選
んでください。

・ Mackie Control

Mackie のコン トロールサーフェース Mackie

Controlの動作をエミュレートするモードです。 

5. ダイアルを回して“Mack ie Control”を選択し、

コンピューター
MIDIインターフェース

MIDI IN
端子 MIDI IN

端子

MIDI OUT
端子 MIDI OUT

端子

HD8/HD16

REC UTILITY 4/10REC UTILITY 4/10
>SYSTEM>SYSTEM

SYSTEM       1/7SYSTEM       1/7
>FOOT SWITCH>FOOT SWITCH

Control SurfaceControl Surface
USBUSB

HD8／HD16をコントロールサー
フェースモードに切り替える

Stat:Mute Bank:1Stat:Mute Bank:1
PANPAN

CTRLR SETUP  1/1CTRLR SETUP  1/1
>MODE SELECT>MODE SELECT

Mode SelectMode Select
Generic RemoteGeneric Remote
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[ENTER]キーを押してください。

HD8／HD16がMackie Controlモードに切り替わり、

ディスプレイが次のように変化します。

この画面の1行目には、Mackie Controlモードのアイ

コンと、現在読み込まれているキーマッピング設定

ファイル（HD8 ／HD16 のキー配列を DAWソフト

ウェアに対応させる設定ファイル）が表示されます。

また、2行目には、現在ステータスキーに割り当てら

れている機能が表示されます。 

6. 次の手順で、Cubase LE 4 用のキーマッピング設定

ファイルを読み込んでください。

① [FUNCTION]キーを押し、コントロールサフェー
スの設定メニューを表示させます。

②左右のカーソルキーを使ってディスプレイに

“FILE SELECT”と表示させ、[ENTER] キーを
押します。

キーマッピング設定ファイルの選択画面が表示され

ます。

③ダイアルを回して Cubase LE 4 用のキーマッピ
ング設定ファイル“CUBASE.BDF”を選択し、

[ENTER]キーを押します。

キーマッピング設定ファイルが読み込まれます。 

NOTE
・ Mackie Control モードと USB マスストレージモードの同時

使用時には、設定ファイルを読み込むことができません。
・ Mackie Control モードと USB マスストレージモードを同時

に使用したいときは、キーマッピング設定ファイルの読み込み
を行った後にUSBマスストレージモードを起動してください。

・ USB マスストレージモードとの同時使用についての詳細は、
HD8/HD16オペレーションマニュアル“マスストレージモー
ドとコントロールサーフェースモードを同時に使用する”を
ご参照ください。 

HINT
HD8／HD16には、Cubase LE 4に対応したキーマッピング
設定ファイルが内蔵されています。その他の各社DAW ソフト
ウェアへの対応については、ズームWeb サイト（http://
www.zoom.co.jp）をご参照ください。 

NOTE
・ Generic Remoteモードでは、Cubase LE 4をリモートコン

トロールすることはできません。必ずMackie Controlモード
を選んでください。

・ 手順2でコントロールサーフェースモードに切り替えたときに
上記の画面が表示される場合、既にMackie Controlモードが
選ばれています。この場合、手順3～5の操作は不要です。

Cubase LE 4を起動し、使用するコントロールサーフェー

スの種類としてMackie Controlを選択します。 

1. Cubase LE 4を起動してください。

Cubase LE 4 を起動するには、使用しているプラッ

トフォーム／OSに応じて次の操作を行います。

■Windows Vista／XPの場合

インストール時にデスクトップに作成されたショー

トカットアイコンをダブルクリックします。

■MacOS Xの場合

“アプリケーション”フォルダにインストールされ

たCubase LE 4のアイコンをダブルクリックしま

す。 

NOTE
Cubase LE 4は、必ずHD8／HD16をコントロールサーフェー
スモードに切り替えた後に起動してください。

なお、Cubase LE 4 を継続してご使用いただくため

には、アクティベーション（ライセンス認証＋製品登

録）と呼ばれる操作が必要になります。Cubase LE 4

を起動したときに、製品登録を求める画面が表示され

ますので、“今すぐ登録”をクリックしてください。イ

ンターネットブラウザが起動し、アクティベーション

を行うWeb サイトが呼び出されますので、このWeb

サイトの指示に従ってアクティベーションを行ってく

ださい。 

HINT
以降の操作は、Windows Vista／XP、MacOS Xに共通です。
説明にはWindows Vistaの画面を使用します。 

2. Cubase LE 4が起動したら、“デバイス”メニューから

“デバイス設定...”を選んでください。

使用するリモートデバイスの種類を選ぶ“デバイス設

定”ウィンドウが表示されます。

  CUBASE  CUBASE
 :Rec :Rec

現在読み込まれているキーマッピング設定ファイル

現在ステータスキーに割り当てられている機能

Mackie Controlモードを表すアイコン

CTRLR SETUP  1/2CTRLR SETUP  1/2
>MODE SELECT>MODE SELECT

キーマッピング設定ファイル名

File SelectFile Select
CUBASE.BDFCUBASE.BDF

Cubase LE 4の起動と設定
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3. デバイス設定ウィンドウ左上の“＋”ボタンをクリック

し、表示されるメニューから“Mackie Control”を選

んでください。

これでデバイス設定ウィンドウの左側にリモートデバ

イスとして“Mackie Control”が追加されます。 

4. デバイス設定ウィンドウ左側の“Mackie Control”を

クリックして選んでください。

次のような表示に切り替わります。 

5. デバイス設定ウィンドウ右側のMIDI入力／MIDI出力の

プルダウンメニューを使って、HD8／HD16を接続し

ているMIDIポートを選択してください。

■USB経由で接続している場合

MIDI入力／MIDI出力プルダウンメニューで、“HD8”

または“HD16”（Windows XP の場合は“USB

オーディオデバイス”）を選択します。

■MIDI経由で接続している場合

MIDIインターフェースなど、対応するMIDIポート

を選択します。 

6. “適用”ボタンをクリックし、次に“OK”ボタンをク

リックしてください。

デバイス設定ウィンドウが閉じ、HD8／HD16を使っ

て Cubase LE 4 をリモートコントロールできるよう

になります。 

HINT
Cubase LE 4内の設定は自動的に保存されます。次回Cubase
LE 4を起動するときは、上記の設定を再度行う必要はありません。

コントロールサーフェースモードを抜け出てHD8／HD16

を通常モードに戻すには、次の操作を行ってください。 

1. コントロールサーフェースモードを出るには、[SHIFT]

キーを押しながらパッド 2（CONTROL SURFACE）

を押してください。

表示が次のように変わります。 

2. [ENTER]キーを押してください。

メイン画面に戻り、通常のレコーダーの動作に戻りま

す。

コントロールサーフェースモードを
抜け出るには

Control SurfaceControl Surface
Terminate?Terminate?
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ここでは、HD8／HD16をコントロールサーフェースモー

ドに切り替えて使用するときの操作方法について説明します。

HD8／HD16をコントロールサーフェースモードに切り替

え、動作モードとして Mackie Control を選ぶと、HD8 ／

HD16のキーやフェーダーを使って、Cubase LE 4のトラ

ンスポート操作やミックス操作をリモートコントロールで

きます。

HD8／HD16をコントロールサーフェースモードに切り替

えて、動作モードとしてMackie Controlモードを選んだと

きは、HD8／HD16のディスプレイが次のように変わります。

コントロールサーフェースモードでは、HD8／HD16のレ

コーダー機能が使用できなくなり、パネル上のキーやノブ

に、Cubase LE 4の特定の機能が割り当てられます。また、

HD8／HD16のレベルメーターにCubase LE 4の対応す

るトラックのフェーダーの位置が表示されます。

Mackie Control モードを選んだときに、HD8／HD16の

キーやノブに割り当てられる機能の一覧については、本紙

の“コントロールサーフェースモードの機能早見表”（→P8）

をご参照ください。

HD8 ／ HD16 がコントロールサーフェースモード（動作

モード＝Mackie Control）のとき、トランスポートセクショ

ンの各キーは、Cubase LE 4の次の機能に対応します。

ファンクション／トランスポートセクションのその他のキー

が対応するCubase LE 4の機能については、本紙の“コン

トロールサーフェースモードの機能早見表”（→P8）をご参

照ください。

HD8／HD16がコントロールサーフェースモード（動作

モード＝Mackie Control）のとき、フェーダーセクショ

ンの操作子（フェーダー、ステータスキー、パラメーター

ノブ）を使って、Cubase LE 4 の主要なパラメーターを

操作できます。 

NOTE
HD8では、[RHYTHM]のフェーダー、ステータスキー、パラメーター
ノブも使用しますが、HD16 ではこれらの操作子は“未定義”になっ
ています。

フェーダーセクションの操作子（フェーダー、ステータス

キー、パラメーターノブ）を使って操作するトラックの組み

合わせを“バンク”と呼びます。

Mackie Control モードでは、1つのバンクで連続した8ト

ラックを操作できます。例えば、フェーダー 1 が Cubase

LE 4のトラック1に割り当てられている場合、次の表のよ

うにトラック1～8 が操作対象となります。

●HD8の場合

●HD16の場合

フェーダーセクションで操作するトラック（チャンネル）を

変更するには、以下のキーを使用します。

●[AUTO PUNCH IN/OUT]キー（<CHANNEL）

フェーダーセクションに割り当てられているトラック

（チャンネル）を1つ前に移動します。

●[A-B REPEAT]キー（CHANNEL>）

フェーダーセクションに割り当てられているトラック

（チャンネル）を1つ後に移動します。

例えば、上の表のようにトラック1～8が割り当てられてい

るときに[A-B REPEAT]キー（CHANNEL>）を1回押すと、

次の表のように変化し、トラック2～9が割り当てられます。

●HD8の場合

●HD16の場合

●[TRACK PARAMETER]キー（<BANK）

フェーダーセクションに割り当てられているトラック

（チャンネル）を、8トラック単位で前に移動します。

コントロールサーフェース機能を使う

コントロールサーフェースモードに
ついて

トランスポートを操作する

  CUBASE  CUBASE
 :Rec :Rec

REW [T]キー　
巻き戻し

FF [Y]キー
早送り

STOP [P]キー
停止

REC [O]キー
録音

PLAY [R]キー
再生

バンクについて

操作子 1 2 3 4 5 6 7/8 [RHYTHM]

トラック Tr. 1 Tr. 2 Tr. 3 Tr. 4 Tr. 5 Tr. 6 Tr. 7 Tr. 8

操作子 1 2 3 4 5 6 7 8

トラック Tr. 1 Tr. 2 Tr. 3 Tr. 4 Tr. 5 Tr. 6 Tr. 7 Tr. 8

操作子 1 2 3 4 5 6 7/8 [RHYTHM]

トラック Tr. 2 Tr. 3 Tr. 4 Tr. 5 Tr. 6 Tr. 7 Tr. 8 Tr.9

操作子 1 2 3 4 5 6 7 8

トラック Tr. 2 Tr. 3 Tr. 4 Tr. 5 Tr. 6 Tr. 7 Tr. 8 Tr.9
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●[INPUT SOURCE]キー（BANK>）

フェーダーセクションに割り当てられているトラック

（チャンネル）を、8トラック単位で後に移動します。

例えば、前ページの最後の表のようにトラック2～9が割り

当てられているときに[INPUT SOURCE]キー（BANK>）を

1回押すと、割り当てが次のように変化します。

●HD8の場合

●HD16の場合

フェーダーセクションのフェーダー、パラメーターノブ、

ステータスキーを使って、Cubase LE 4の対応するトラッ

クのボリューム、パン、ミュート／録音待機／ソロのオン

／オフ切り替えが行えます。 

1. Cubase LE 4の操作したいトラック（チャンネル）を

フェーダーセクションに割り当ててください。

操作対象トラックの選択方法については“バンクにつ

いて”（→P5）をご参照ください。 

2. フェーダーとパラメーターノブを使って、対応するト

ラックのボリュームとパンを操作してください。

フェーダー／パラメーターノブは、それぞれ対応する

トラックのボリューム／パンに対応しています。

[MASTER]フェーダーを操作すると、マスターボリュー

ムが変化します。 

NOTE
HD16では、[RHYTHM]フェーダー／[RHYTHM]パラメーター
ノブの機能は未定義です（使用しません）。 

3. ステータスキーで操作する機能を切り替えるには、

[SELECT]キーを繰り返し押してください。

ステータスキーを使えば、対応するトラックの Mute

（ミュート）、Rec（録音待機）、Solo（ソロ）のオン／

オフを切り替えることができます。ステータスキーで

操作する機能を選ぶには、[SELECT]キーを使います。

キーを押すたびにMute→Rec→Soloの順に切り替わ

ります。 

HINT
現在ステータスキーに割り当てられている機能（Mute、Rec、
Solo）は、ディスプレイ2行目の表示で確認できます。 

4. 目的のトラックのステータスキーを押し、選択したパラ

メーターのオン／オフを切り替えてください。

HD8／HD16とパソコンをUSBケーブルで接続し、HD8

／ HD16 をマスストレージモードに設定すると、HD8 ／

HD16のオーディオデータをWAVファイルとしてCubase

LE 4のオーディオトラックに取り込むことができます。

ここでは、HD8／HD16のオーディオデータをCubase LE

4に取り込む方法について説明します。

これを行うには、次の2つの方法があります。

●ドラッグ＆ドロップで取り込む

●“読み込み”コマンドで取り込む 

1. コンピューターとHD8／HD16をUSBケーブルで接続

してください。 

2. HD8／HD16をマスストレージモードに切り替えてく

ださい。

操作方法は、HD8／ HD16オペレーションマニュア

ルのP161をご参照ください。 

3. Cubase LE 4を起動し、取り込み先となるプロジェク

トを開いてください。 

4. コンピューター上に表示されるHD8／HD16のハード

ディスクの中から、取り込み元となるオーディオデータ

の入ったプロジェクトの“TAKE”フォルダを開いてく

ださい。

操作方法はオペレーションマニュアルのP162をご参

照ください。 

5. “TAKE”フォルダの中から取り込みたいファイルを選択

し（複数選択可）、Cubase LE 4のプロジェクトウィン

ドウにドラッグ＆ドロップしてください。

操作子 1 2 3 4 5 6 7/8 [RHYTHM]

トラック Tr. 10 Tr.11 Tr.12 Tr. 13 Tr. 14 Tr. 15 Tr.16 Tr.17

操作子 1 2 3 4 5 6 7 8

トラック Tr. 10 Tr. 11 Tr. 12 Tr. 13 Tr. 14 Tr. 15 Tr. 16 Tr.17

フェーダーセクションを操作する

オーディオデータをCubase LE 4
に取り込む

ドラッグ＆ドロップで取り込む
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ファイルをドラッグアンドドロップすると、取り込ん

だファイルをCubase LE 4 上にどのように並べるか

を選択するウィンドウが表示されます。 

6. “異なるトラック”または“1つのトラック”をクリック

して、取り込み方法を選択してください。

通常は“異なるトラック”を選びます。こうすれば、

取り込んだファイルの数だけ自動的にトラックが作成

され、ファイルが縦方向に配置されます。

“1つのトラック”を選ぶと、1本のトラックに横方向

に配置されます。

取り込み方法を選ぶと、“読み込みオプション”ウィン

ドウが開きます。 

7. “読み込みオプション”ウィンドウの“作業ディレクト

リにファイルをコピー”にチェックを付け、“OK”をク

リックしてください。

オーディオデータがCubas LE 4のトラックに取り込

まれます。 

1. “ドラッグ＆ドロップで取り込む”の手順 1～ 3に従っ

て、Cubas LE 4のプロジェクトを開いてください。 

2. Cubas LE 4 の“ファイル”メニューから“読み込み”

→“オーディオファイル...”を選択してください。

“オーディオの読み込み”ウィンドウが開きます。 

3. 取り込みたいファイルを含むプロジェクトの“TAKE”

フォルダの中からオーディオファイルを選択して（複数

選択可）、“開く”をクリックしてください。

ファイルを開くと“読み込みオプション”ウィンドウ

が開きます。 

4. “読み込みオプション”ウィンドウの“作業ディレクト

リにファイルをコピー”にチェックを付け、“OK”をク

リックしてください。

取り込んだファイルをCubase LE 4 上にどのように

並べるかを選択するウィンドウが表示されます。 

5. “異なるトラック”または“1つのトラック”をクリック

して、取り込み方法を選択してください。

オーディオデータがCubas LE 4のトラックに取り込

まれます。

通常は“異なるトラック”を選びます。こうすれば、

取り込んだファイルの数だけ自動的にトラックが作成

され、ファイルは縦方向に配置されます。

“1つのトラック”を選ぶと、1本のトラックに横方向

に配置されます。

“読み込み”コマンドで取り込む
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次の表は、HD8／HD16がコントロールサーフェースモー

ド（動作モード＝ Mackie Control）のとき、それぞれの操

作子に割り当てられる機能を示したものです。

コントロールサーフェースモードの
機能早見表

HD8／HD16の操作子 付属オーバーレイシート記入例 対応する機能

フェーダー
セクション

パラメーターノブ 対応するトラックのパンの調節

パラメーターノブ（[RHYTHM]）
HD8：対応するトラックのパンの調節

HD16：未定義

ステータスキー
対応するトラックのミュート（Mute）、録音待機（Rec）、
ソロ（Solo）のオン／オフ切り替え

ステータスキー（[RHYTHM]）

HD8: 対応するトラックのミュート（Mute）、録音待機
（Rec）、ソロ（Solo）のオン／オフ切り替え

HD16：未定義

フェーダー 対応するトラックのボリューム操作

フェーダー（[RHYTHM]）
HD8: 対応するトラックのボリューム操作

HD16：未定義

フェーダー（[MASTER]） マスターボリュームの操作

ファンクション
／トランスポー
トセクション

[SELECT]キー ステータスキーの操作対象の切り替え

[FUNCTION]キー CTRLR SETUPメニューに入場する

[カーソル]キー←、→、↑、↓ コンピューター上のカーソルキーと同様の動作

ダイアル プロジェクトカーソルの位置を移動する

[REW]キー 巻き戻し

[REW]キー＋[USB]キー カーソルをプロジェクトの始点に移動（ゼロロケート）

[FF]キー 早送り

[FF]キー＋[USB]キー カーソルをプロジェクトの終点に移動

[STOP]キー 停止

[PLAY]キー 再生

[REC]キー 録音

コントロール
セクション

[NEW PROJECT]キー CYCLE CYCLE MODEのオン／オフ切り替え

[PROJECT/UTILITY]キー PUNCH パンチインのオン／オフ

[TRACK PARAMETER]キー < BANK 1つ前のバンクに切り替える

[INPUT SOURCE]キー BANK > 1つ後のバンクに切り替える

[BOUNCE]キー MIXER ミキサーウィンドウの開閉

[SCENE]キー PROJECT プロジェクトウィンドウをアクティブにする

[AUTO PUNCH IN/OUT]キー < CHANNEL 1つ前のチャンネルに切り替える

[A-B REPEAT]キー CHANNEL > 1つ後のチャンネルに切り替える

[CLEAR]キー SAVE プロジェクトのセーブ

[CLEAR]キー＋[USB]キー 新規プロジェクトとして保存する

MARKER [U]キー PREVIOUS 1つ前のマーカーに移動

MARKER [I]キー NEXT 1つ後のマーカーに移動

[MARK]キー ADD マーカーを追加する

[CD-R/RW]キー LEFT プロジェクトカーソルをパンチインポイントに移動する

[CD-R/RW]キー＋[USB]キー 左側のロケーターを設定する（パンチインポイント設定）

[CONTROL SURFACE]キー RIGHT プロジェクトカーソルをパンチアウトポイントに移動する

[CONTROL SURFACE]キー＋[USB]キー 右側のロケーターを設定する（パンチアウトポイント設定）

[CONTROL SURFACE]キー＋[SHIFT]キー コントロールサーフェースモードから退場する

[USB]キー MC SHIFT MC（Mackie Control）のシフトキー

[USB]キー＋[SHIFT]キー マスストレージモードの有効／無効の切り替え

[INSERT EFFECT]キー UNDO アンドゥ

[INSERT EFFECT]キー＋[USB]キー “Edit Historyダイアログ”を開く

[CHORUS/DELAY]キー REDO リドゥ

[REVERB]キー SOLO DEFEAT 全チャンネルのSOLOを無効にする

[REVERB]キー＋[USB]キー 全チャンネルのMUTEを無効にする

[PATTERN]キー READ オートメーションのREADのオン／オフ

[PATTERN]キー＋[USB]キー 全チャンネルのオートメーションのREADのオン／オフ

[SONG]キー WRITE オートメーションのWRITEのオン／オフ

[SONG]キー＋[USB]キー 全チャンネルのオートメーションのWRITEのオン／オフ

[KIT/PROG]キー FLIP フェーダーとパラメーターノブの機能を入れ替える

rev 1.0
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Cubase LEインストールガイド／
コントロールサーフェース操作ガイド

この「Cubase LEインストールガイド／コントロールサーフェース操作ガイド」では、Cubase LEをパソコンにインストー

ルして、本機をコントロールサーフェースとして使用する手順を説明します。

パソコンにCubase LEをインストールし、HD8／HD16を

Cubase LEのコントロールサーフェースとして利用できる

ように設定を切り替えます。 

NOTE
以下の操作では、本製品に付属の“Cubase LE”と“Factory Recover
CD”という2枚のCD-ROMが必要になります。 

1. 付属CD-ROM“Cubase LE”を使って、Cubase LE

をパソコンにインストールしてください。

ご使用になるパソコンのOSに応じて、次の操作を行っ

てください。

■Windows XPの場合

本機に付属する CD-ROM“Cubase LE”をパソコ

ンのCD-ROMドライブに挿入すると、自動的にイン

ストーラーが起動します。画面の指示に従って

Cubase LEのインストールを行ってください。

■MacOS Xの場合

本機に付属する CD-ROM“Cubas e LE”を

MacintoshのCD-ROM ドライブに挿入すると、デ

スクトップに“Cubase LE”アイコンが表示されま

す。アイコンをダブルクリックして開き、“Cubase

LE”インストーラーを使ってインストールを行なっ

てください。 

2. HD8／HD16とパソコンを接続してください。

HD8／HD16をパソコンに接続するには、USB端子、

またはMIDI IN／OUT端子を使用します（MIDI端子を

使用するときは、パソコン側にMIDIインターフェース

が必要です）。

■USB端子を使用する場合

■MIDI IN／OUT端子を使用する場合 

3. HD8／HD16の電源をオンにしてください。 

4. 以下の手順に従ってHD8／HD16を操作し、パソコン

との接続に使用する端子を選択してください。

①メイン画面が表示されているときに [PROJECT/
UTILITY]キーを押し、左右のカーソルキーを使っ

てディスプレイの2行目に“SYSTEM”と表示さ
せます。

②[ENTER]キーを押します。

表示が次のように変わります。

③左右のカーソルキーを使って、ディスプレイの2行
目に“CONTROL SURFACE”と表 示 さ せ、

[ENTER]キーを押します。

現在選ばれている端子が表示されます。

Cubase LEのインストールと設定

コンピューター
USBケーブル

USB端子 USB端子
HD8/HD16

コンピューター
MIDIインターフェース

MIDI IN
端子 MIDI IN

端子

MIDI OUT
端子 MIDI OUT

端子

HD8/HD16

REC UTILITY 4/10REC UTILITY 4/10
>SYSTEM>SYSTEM

SYSTEM       1/7SYSTEM       1/7
>FOOT SWITCH>FOOT SWITCH

Control SurfaceControl Surface
USBUSB
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④ダイアルを回して、パソコンとの接続に使用する
端子として“USB”（USB端子）または“MIDI I/

O”（MIDI IN/OUT 端子）を選びます。ここで選
択した端子を経由して、リモート操作用の信号が

やり取りされます。

⑤繰り返し[EXIT]キーを押して、メイン画面に戻っ
てください。 

5. 次の手順に従ってHD8／HD16を操作し、コントロー

ルサーフェースモードに切り替えてください。

①メイン画面で、[SHIFT] キーを押しながらパッド
2（CONTROL SURFACE）を押します。

コントロールサーフェースモードへの切り替えを確

認する表示に変わります。

②[ENTER]キーを押します。

HD8／HD16がコントロールサーフェースモード

に切り替わります。 

6. Cubase LEを起動します。

Cubase LEを起動するには、使用しているOSに応じ

て次の操作を行ってください。

■Windows XPの場合

Cubase LEを起動させるには、インストール時にデ

スクトップに作成されたショートカットアイコンを

ダブルクリックします。このとき、オーディオの入

出力ポートを点検するかどうかを尋ねるウィンドウ

が表示されますので、“はい”をクリックして点検を

実行してください。

■MacOS Xの場合

Cubase LEを起動させるには、“アプリケーション”

フォルダにインストールされた Cubase LE のアイ

コンをダブルクリックします。 

NOTE
Cubase LEは、必ずHD8／HD16のコントロールサーフェー
スモードを立ち上げた後に起動してください。

以降の操作は、Windows XP、MacOSXに共通です。

説明にはWindows XPのディスプレイ表示を使用しま

す。 

7. Cubase LE が起動したら、“デバイス”メニューから

“デバイスの設定...”を選び、“追加／除去”タブをクリッ

クしてください。

デバイス設定ウィンドウでは、接続したHD8／HD16

をコントロールサーフェースとして使用するための設

定を行います。

デバイス設定ウィンドウ右部で、デバイスクラスとし

て“Generic Remote”をクリックして選択し、“追

加”ボタンを押します。この操作により、デバイス設

定ウィンドウ左部に“Generic Remote”が追加され

ます。 

8. デバイス設定ウィンドウ左部の“Generic Remote”を

クリックして選び、“設定”タブをクリックしてくださ

い。

次のような表示に切り替わります。 

9. “読み込み”ボタンをクリックしてください。

Stat:Mute Bank:1Stat:Mute Bank:1
PANPAN

“読み込み”ボタン
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“Generic Remote の読み込み”ウィンドウが表示さ

れます。 

10

 

. パソコンの CD-ROM ドライブから“Cubase LE”の

CD-ROM ディスクを取り出し、代わりに“Factory

Recover CD”を挿入してください。 

11

 

.“Factory Recover CD”ディスク内の“CTRL_SF”

フォルダを、パソコンのハードディスクにドラッグコ

ピーしてください。 

12

 

.“Generic Remoteの読み込み”ウィンドウで、パソコ

ンにコピーした“CTRL_SF”フォルダ内にある設定ファ

イルを選び、“開く”ボタンをクリックしてください。

設定ファイルの名称は、次の通りです。

HD8の設定ファイル . . . . . . CBLE_8.xml

HD16の設定ファイル . . . . . CBLE_16.xml

“開く”ボタンをクリックして Generic Remote の設

定ファイルを読み込むと、その内容がデバイス設定

ウィンドウに反映されます。 

13

 

. Cubase LEのMIDI入力ポートとMIDI出力ポートのプ

ルダウンメニューを使用して、HD8／HD16を接続し

ているMIDIポートを選択してください。

■USB経由で接続している場合

MIDI入力ポートとMIDI出力ポートで、“ZOOMHD8

MIDI”（HD8の場合）または“ZOOMHD16 MIDI”

（HD16の場合）を選択します。

■MIDI経由で接続している場合

MIDIインターフェースなどの対応するMIDIポート

を選択します。 

14

 

.“適用”ボタンをクリックし、次に“OK”ボタンをク

リックしてください。

デバイス設定ウィンドウが閉じ、HD8／HD16を使っ

て Cubase LE をリモートコントロールできるように

なります。 

HINT
Cubase LE内の設定は自動的に保存されます。次回Cubase LE
を起動するときは、上記の設定を再度行う必要はありません。

コントロールサーフェースモードを抜け出て通常モードに

戻すには、次の操作を行ってください。 

1. コントロールサーフェースモードを出るには、[SHIFT]

キーを押しながらパッド 2（CONTROL SURFACE）

を押してください。

表示が次のように変わります。 

2. [ENTER]キーを押してください。

メイン画面に戻り、通常のレコーダーの動作に戻りま

す。

コントロールサーフェースモードを抜け出るには

Control SurfaceControl Surface
Terminate?Terminate?
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ここでは、HD8／HD16のオーディオデータをWAVファ

イルとしてCubase LEに取り込む方法について説明します。

これを行うには、次の2つの方法があります。

● ドラッグ＆ドロップで取り込む

●“読み込み”コマンドで取り込む 

1. コンピューターとHD8/HD16をUSBケーブルで接続

してください。 

2. HD8／HD16をマスストレージモードに切り替えてく

ださい。

操作方法は、オペレーションマニュアルのP161をご

参照ください。 

3. Cubase LE を起動し、取り込み先となるプロジェクト

を開いてください。 

4. コンピューター上に表示されるHD8／HD16のハード

ディスクの中から、取り込み元となるオーディオデータ

の入ったプロジェクトの“TAKE”フォルダを開いてく

ださい。操作方法はオペレーションマニュアルのP162

をご参照ください。 

5. “TAKE”フォルダの中から取り込みたいファイルを選択

し（複数選択可）、Cubase LEのプロジェクトウィンド

ウにドラッグ＆ドロップしてください。

“取り込みオプション”ウィンドウが開きます。 

6. “取り込みオプション”ウィンドウの“作業ディレクト

リにファイルをコピー”にチェックを付け、“OK”をク

リックしてください。

オーディオデータがCubas LEのトラックに取り込ま

れます。 

1. “ドラッグ＆ドロップで取り込む”の手順 1～ 3に従っ

て、Cubas LEのプロジェクトを開いてください 

2. Cubas LE のメニューから“ファイル”→“読み込み”

→“オーディオファイル”を選択してください。

“オーディオの読み込み”ウィンドウが開きます。 

3. 取り込みたいファイルを含むプロジェクトの“TAKE”

フォルダの中からオーディオファイルを選択して（複数

選択可）、“開く”をクリックしてください。

“取り込みオプション”ウィンドウが開きます。 

7. “取り込みオプション”ウィンドウの“作業ディレクト

リにファイルをコピー”にチェックを付け、“OK”をク

リックしてください。

オーディオデータがCubas LEのトラックに取り込ま

れます。

クイックガイド：オーディオデータ
をCubase LEに取り込む

ドラッグ＆ドロップで取り込む

“読み込み”コマンドで取り込む



Cubase LEインストールガイド／ コントロールサーフェース操作ガイド

Cubase LEインストールガイド／コントロールサーフェース操作ガイド 5

ここでは、HD8／HD16をコントロールサーフェースモー

ドで使用するときの操作方法について説明します。 

NOTE
本紙で説明するコントロールサーフェース機能は、ZOOMが提供する
設定ファイルをCubase LEに読み込ませたときにのみ有効です。

HD8／HD16をコントロールサーフェースモードに切り替

えると、HD8／HD16のキーやフェーダーを使って、Cubase

LEのトランスポート操作やミックス操作をリモートコント

ロールできます。

HD8／HD16をコントロールサーフェースモードに切り替

えたときは、HD8／HD16のディスプレイが次のように変

わります。 

NOTE
HD8／HD16をコントロールサーフェースモードで使用している間、
レコーダーの操作は行えません。

コントロールサーフェースモードでは、HD8／HD16のレコ

ーダー機能が使用できなくなり、パネル上のキーやノブに、

Cubase LEの特定の機能が割り当てられます。また、HD8

／HD16のレベルメーターにCubase LEの対応するトラッ

クのフェーダーの位置が表示されます。

HD8／HD16のキーやノブに割り当てられる機能の一覧に

ついては、本紙の“コントロールサーフェースモードの機能

早見表”（→P8）をご参照ください。

HD8 ／HD16がコントロールサーフェースモードのとき、

トランスポートセクションの各キーは、Cubase LEの次の

機能に対応します。

ファンクション／トランスポートセクションのその他のキー

が対応するCubase LEの機能については、本紙の“コント

ロールサーフェースモードの機能早見表”（→P8）をご参照

ください。

HD8 ／HD16がコントロールサーフェースモードのとき、

フェーダーセクションの操作子（フェーダー、ステータス

キー、パラメーターノブ）を使って、Cubase LE の主要な

パラメーターを操作できます。各操作子に対応するCubase

LE の機能については、本紙の“コントロールサーフェース

モードの機能早見表”（→P8）をご参照ください。 

NOTE
HD8 の場合、[RHYTHM] のフェーダー、ステータスキー、パラメー
ターノブも使用します。HD16 では、これらの操作子がすべて“未定
義”になっています。

フェーダーセクションの操作子（フェーダー、ステータス

キー、パラメーターノブ）を使って操作するトラックの組み

合わせを“バンク”と呼びます。このバンクを切り替えるこ

とで、より多くのCubase LEのトラックを操作することが

できます。

HD8ではバンク1～4、HD16ではバンク1～3が利用でき

ます。次ページの表は、それぞれのモデルで使用可能なバン

クで、フェーダーセクションの操作子に対応する Cubase

LEのトラック番号を表したものです。

コントロールサーフェース機能を
使う

コントロールサーフェースモードに
ついて

Stat:Mute Bank:1Stat:Mute Bank:1
PANPAN

トランスポートを操作する

フェーダーセクションを操作する

フェーダーセクションで操作するバンクを
切り替える

REW [T]キー　
巻き戻し

FF [Y]キー
早送り

ZERO [U]キー
プロジェクトの先頭に
カーソルを移動

STOP [P]キー
停止

REC [O]キー
録音

PLAY [R]キー
再生
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HD8で使用可能なバンク

HD16で使用可能なバンク

例えば、HD8の場合、バンク1が選ばれているときはCubase

LE上のトラック1～8、バンク2に切り替えるとトラック9

～16が操作対象となります。

● バンクの仕組み（HD8の場合）

バンクを切り替えるには、左右のカーソルキーを使用しま

す。現在選ばれているバンクは、ディスプレイ1行目で確認

できます。

HD8／HD16のステータスキーを使えば、Cubase LEの対

応するトラックのMute（ミュート）、Rec（録音待機）、Solo

（ソロ）のオン／オフを切り替えることができます。ステー

タスキーで操作する機能を選ぶには、次のように操作します。 

1. 左右のカーソルキーを使って、Mute、Rec、Soloのオ

ン／オフを切り替えたいトラックを含むバンクを選ん

でください。

現在ステータスキーに割り当てられている機能（Mute、

Rec、Solo）は、ディスプレイ1行目の左側の表示で

確認できます。 

2. ステータスキーで操作する機能を切り替えるには、

[SELECT]キーを繰り返し押してください。

[SELECT] キーを押すたびに、ステータスキーに割り

当てられている機能がMute→Rec→Soloと切り替わ

ります。 

3. 目的のトラックのステータスキーを押し、選択したパラ

メーターのオン／オフを切り替えてください。

HD8／HD16のパラメーターノブを使えば、Cubase LEの

パン、EQ、エフェクトのセンド量をトラックごとに調節で

きます。ノブで操作するパラメーターを選ぶには、次のよう

に操作します。 

1. 左右のカーソルキーを使用して、パラメーターを調節し

たいトラックを含むバンクを選んでください。

現在パラメーターノブに割り当てられている機能は、

ディスプレイ2行目で確認できます。 

2. 調節したいパラメーターに対応するキーを押し、パラ

メーターを呼び出してください。

次ページの表は、操作可能な Cubase LE のパラメー

ターと、それに対応するHD8／HD16のキーを表し

たものです。なお、PAN以外のパラメーターは、同じ

キーを繰り返し押して、複数のパラメーターの中から

1つを指定します。

操作子 1 2 3 4 5 6 7/8 [RHYTHM]

Bank 1 Tr. 1 Tr. 2 Tr. 3 Tr. 4 Tr. 5 Tr. 6 Tr. 7 Tr. 8

Bank 2 Tr. 9 Tr. 10 Tr. 11 Tr. 12 Tr. 13 Tr. 14 Tr. 15 Tr. 16

Bank 3 Tr. 17 Tr. 18 Tr. 19 Tr. 20 Tr. 21 Tr. 22 Tr. 23 Tr. 24

Bank 4 Tr. 25 Tr. 26 Tr. 27 Tr. 28 Tr. 29 Tr. 30 Tr. 31 Tr. 32

操作子 1 2 3 4 5 6

Bank 1 Tr. 1 Tr. 2 Tr. 3 Tr. 4 Tr. 5 Tr. 6

Bank 2 Tr. 13 Tr. 14 Tr. 15 Tr. 16 Tr. 17 Tr. 18

Bank 3 Tr. 25 Tr. 26 Tr. 27 Tr. 28 Tr. 29 Tr. 30

操作子 7 8 9/10 11/12 13/14 15/16

Bank 1 Tr. 7 Tr. 8 Tr. 9 Tr. 10 Tr. 11 Tr. 12

Bank 2 Tr. 19 Tr. 20 Tr. 21 Tr. 22 Tr. 23 Tr. 24

Bank 3 Tr. 31 Tr. 32 Tr. 33 Tr. 34 Tr. 35 Tr. 36

Bank:1
（トラック1～8）

Bank:2
（トラック9～16）

Bank:3
（トラック17～24）

Bank:4
（トラック25～32）

Stat:Mute Bank:3Stat:Mute Bank:3
EQ1:FreqEQ1:Freq

 現在のバンク番号

ステータスキーで操作する機能を選ぶ

パラメーターノブで操作するパラメーターを選ぶ

Stat:Mute Bank:3Stat:Mute Bank:3
EQ1:FreqEQ1:Freq

ステータスキーでオン／オフ切り替え可能な機能

Stat:Mute Bank:1Stat:Mute Bank:1
EQ1:FreqEQ1:Freq

パラメーターノブに割り当てられている機能
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例えば、[TRACK PARAMETER]キーを繰り返し押し

た場合、操作対象となるパラメーターは、SEND1:

OnOff→SEND1:Level→SEND2:OnOff→SEND2:

Levelの順に切り替わります。 

3. 目的のトラックに対応するパラメーターノブを回し、値

を調節してください。

HD8／HD16がコントロールサーフェースモードのときで

も、パッドの演奏情報をMIDIメッセージとして出力できます。

HD8／HD16がコントロールサーフェースモードのときは、

次の操作でパッドの各種設定が行えます。

コントロールサーフェースモードでパッドバンクを切り替

えると、それぞれのパッドに割り当てられたノートナンバー

の組み合わせが切り替わります（パッドごとに対応するMIDI

ノートナンバーについては、オペレーションマニュアルの

P193をご参照ください）。 

1. [SHIF T]キーを押しながら、パッド5（CHORUS/

DELAY）を押してください。

表示が次のように変わります。 

2. ダイアルを回して、利用したいパッドバンク（1～3）を

選んでください。

設定が済んだら、[EXIT]キーを押して元の画面に戻っ

てください。

パッドを叩いたときの強さに対する音量変化（パッドの感

度）を調節します。 

1. [SHIFT]キーを押しながら、パッド1（CD-R/RW）を

押してください。

表示が次のように変わります。

選択可能な感度の設定とその内容については、オペ

レーションマニュアル（→P125）をご参照ください。 

2. ダイアルを回して、パッドの感度を選択してください。

設定が済んだら、[EXIT]キーを押して元の画面に戻っ

てください。 

 HINT
パッドの感度設定は、HD8／HD16がレコーダー動作時のとき
の設定と共通です。このため、コントロールサーフェースモー
ドを抜け出ても、設定内容は引き続き有効です。

MIDIメッセージの送信チャンネルを設定します。 

1. [SHIFT]キーを押しながら、パッド6（REVERB）を押

してください。

表示が次のように変わります。 

2. ダイアルを回して、MIDIチャンネル（1ch～16ch）を

選んでください。

設定が済んだら、[EXIT]キーを押して元の画面に戻っ

てください。

パッドを操作する

パッドバンクを切り替える

Pad BankPad Bank
1

パッドバンク番号

パッドの感度を変える

MIDIチャンネルを設定する

Pad SensePad Sense
NormalNormal

パッドの感度の設定

MIDI Pad ChannelMIDI Pad Channel
10ch10ch

MIDIチャンネル

HD8/HD16のキー ディスプレイの表示 Cubase LEの対応パラメーター キーを繰り返し押して切り替え可能な
パラメーター

[TRACK PARAMETER]キー SEND1～ SEND4 SEND1～SEND4 SEND1～4のOnOffとLevelを順に表示

[INPUT SOURCE]キー PAN PAN --

[BOUNCE]キー EQ1 EQ:LOW EQ1のOnOff、Gain、Freq、Qを順に表示

[SCENE]キー EQ2 EQ:LO MID EQ2のOnOff、Gain、Freq、Qを順に表示

[AUTO PUNCH IN/OUT]キー EQ3 EQ:HI MID EQ3のOnOff、Gain、Freq、Qを順に表示

[A-B REPEAT]キー EQ4 EQ:HI EQ4のOnOff、Gain、Freq、Qを順に表示
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NOTE
下の対応表は、ZOOMが提供する設定ファイルをCubase LEに読み込
ませたときにのみ有効となります。

コントロールサーフェースモードの
機能早見表

操作子 説明

フェーダーセクション

パラメーターノブ 対応するトラックのパン、EQ、エフェクトのセンドレベルの調節

パラメーターノブ（[RHYTHM]）
HD8:対応するトラックのパン、EQ、エフェクトセンドレベルの
調節
HD16: 未定義

ステータスキー 対応するトラックのミュート（Mute）、録音待機（Rec）、
ソロ（Solo）のオン／オフ切り替え

ステータスキー（[RHYTHM]）
HD8: 対応するトラックのミュート（Mute）、録音待機（Rec）、
ソロ（Solo）のオン／オフ切り替え
HD16: 未定義

ステータスキー（[MASTER]） 未定義

フェーダー 対応するトラックのボリュームの操作

フェーダー（[RHYTHM]） HD8: 対応するトラックのボリュームの操作
HD16: 未定義

フェーダー（[MASTER]） マスターボリュームの操作

ファンクション／トランスポート
セクション [SELECT]キー ステータスキーの操作対象の切り替え

[SOLO]キー Mixerの開閉

カーソルキー←、→ フェーダーセクションのバンク切り替え
（HD8:バンクは4つ、HD16:バンクは3つ）

カーソルキー↑ 上へナビゲート

カーソルキー↓ 下へナビゲート

[ENTER]キー プロジェクトウィンドウを最前面に移動

ダイアル ポジションの移動

ZERO [U]キー プロジェクトの先頭にカーソルを移動

REW [T]キー 巻き戻し

FF [Y]キー 早送り

STOP [■]キー 停止

PLAY [R]キー 再生

REC [●]キー 録音

コントロールセクション

[NEW PROJECT]キー Cycle modeのオン／オフ切り替え

[PROJECT/UTILITY]キー MONITORINGのオン／オフ切り替え

[TRACK PARAMETER]キー パラメーターノブの操作対象としてSENDを選択

[INPUT SOURCE]キー パラメーターノブの操作対象としてPANを選択

[BOUNCE]キー パラメーターノブの操作対象としてEQ1を選択

[SCENE]キー パラメーターノブの操作対象としてEQ2を選択

[AUTO PUNCH IN/OUT]キー パラメーターノブの操作対象としてEQ3を選択

[A-B REPEAT]キー パラメーターノブの操作対象としてEQ4を選択

[CLEAR]キー VSTチャンネル設定ウィンドウを開く

MARKER [U]/ [I]キー マークした位置、PI/ＰOポイント、プロジェクトの先頭にカーソ
ルを移動

[MARK]キー 現在のカーソル位置をマークする

パッドセクション パッド1～9 演奏情報をMIDIメッセージとして送信

[CD-R/RW]キー

+ [SHIFT]キー

HD8/HD16のパッドの感度調節の画面を表示

[CONTROL SURFACE]キー コントロールサーフェースモードの退場

[USB]キー マスストレージモードの有効／無効の切り替え

[CHORUS/DELAY]キー HD8/HD16のパッドバンク切り替え画面を表示

[REVERB]キー HD8/HD16のMIDIチャンネル選択画面を表示


